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５月５日、神松名地区自治公民館
「こいのぼりまつり2019」が開催されました。
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三崎公民館二名津分館
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『タケノコ掘り体験』 掘って、作って、食べて
中央・町見公 民館

　

４
月
２０
日
（
土
）
中
央
・
町
見
公

民
館
共
催
で
季
節
の
旬
を
体
感
し
よ

う
と
、
毎
年
恒
例
の
『
タ
ケ
ノ
コ
掘

り
』
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

竹
林
の
隅
々
ま
で
泥
だ
ら
け
に
な

り
な
が
ら
、
タ
ケ
ノ
コ
を
一
生
懸
命

に
探
し
て
い
く
中
、「
あ
っ
た
！
」

と
子
ど
も
達
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
今
年
も
大
勢
の
児
童
の
参
加

が
あ
り
、
タ
ケ
ノ
コ
の
数
が
足
り
る

か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
員
掘

る
こ
と
が
で
き
、
満
足
し
て
い
ま
し

た
。

　

中
央
公
民
館
に
帰
っ
て
か
ら
は
竹

を
使
っ
て
食
器
づ
く
り
で
す
。
器
と

箸
を
竹
か
ら
切
っ
た
り
、
削
っ
た
り

し
て
友
達
と
助
け
合
い
な
が
ら
作
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分

た
ち
で
作
っ
た
竹
の
食
器
で
食
べ
る

タ
ケ
ノ
コ
料
理
は
格
別
だ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

今
回
の
『
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
体
験
』

を
通
し
て
、
食
べ
物
を
自
分
の
手
で

採
り
、
食
す
る
ま
で
の
一
連
の
過
程

を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
る
食
の
大
切
さ
を
再

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
に
ご
協
力
頂
い

た
保
護
者
の
方
々
に
は
こ
の
場
を
借

り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各教室のご案内
瀬戸公 民館（瀬戸町民センター）

　

心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
、

自
分
の
趣
味
を
生
か
し
た
り
、
様
々

な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

瀬
戸
公
民
館
で
は
、
定
期
的
に
各

種
学
級
や
講
座
等
を
開
催
し
て
お
り
、

仲
間
と
楽
し
く
和
や
か
に
活
動
を
行

い
な
が
ら
、
さ
ら
に
腕
を
磨
く
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

学
習
の
成
果
は
、
ロ
ビ
ー
展
、
文

化
祭
等
で
の
展
示
・
発
表
会
を
行
い

地
域
の
皆
さ
ん
に
広
く
観
て
い
た
だ

く
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
主
運
営
を
基
本
と
し
て
、
必
要

に
応
じ
て
会
費
や
材
料
費
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
近
年
特
に
会
員

の
高
齢
化
や
減
少
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

活
動
に
興
味
関
心
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
瀬
戸
公
民
館
☎
５
７
ー
２
１
１

１
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

絵

画

教

室　

・
開
催
日　

第
一
・
三
木
曜
日
の
午
後　

・
講
師
有
り

毛

筆

教

室　

・
開
催
日　

第
二
金
曜
日
の
午
後　

・
講
師
有
り

俳

句

教

室　

・
開
催
日　

月
一
回
程
度　

・
新
春
俳
句
大
会
有
り

生
け
花
教
室　

・
開
催
日　

第
三
木
曜
日
の
夜
間　

・
講
師
有
り

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室　

・
開
催
日　

第
一
・
三
月
曜
日
の
夜
間　

・
講
師
有
り

瀬
戸
吟
詠
会　

・
開
催
日　

毎
週
火
曜
日
の
夕
刻　

・
講
師
有
り

大
正
琴
松
風
会　

・
開
催
日　

第
一
・
三
火
曜
日
の
夜
間　

・
講
師
有
り
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５月５日 「こいのぼりまつり2019」　～神松名自治体公民館活動～
三崎公 民館

餅つき体験Maiko子ども綱引き

　

５
月
５
日
、
こ
ど
も
の
日
に
三
崎

公
民
館
二
名
津
分
館
で
「
こ
い
の
ぼ

り
ま
つ
り
２
０
１
９
」
が
あ
り
、
開

会
あ
い
さ
つ
の
後
に
は
「
伊
方
堂
々

太
鼓
ジ
ュ
ニ
ア
」
の
み
な
さ
ん
が
迫

力
の
あ
る
太
鼓
や
踊
り
を
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
こ
い
の
ぼ
り
ま
つ
り
で
は
、

餅
つ
き
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め

る
催
し
が
数
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
気
持
ち
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
体
育
館
で
は
三
崎
高
校
吹

奏
楽
部
の
７
名
の
演
奏
、M

aiko(

３

人
娘
た
ち
の
ダ
ン
ス
な
ど)

、
山
ち
ゃ

ん
ホ
ッ
ト
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
の
み
な
さ
ん

の
懐
か
し
い
歌
、
曲
で
に
ぎ
わ
い
、

楽
し
く
弾
み
ま
し
た
。

今年度の自治公民館主事さんです。
伊　方　地　区 瀬　戸　地　区 三　崎　地　区

氏　　名
吉 平 和 弘
門 田 泰 寛
由 井 一 隆
市 尾 光 紀
牛 尾 元 宣
守 田 　 守
吉 本 忠 史
井 関 睦 彦
宮 本　　寛
友 成 功 一 郎
阿 部 市 彦
中 川 洋 臣
山 嵜 勝 司
渡 邊 陽 市
浪 下 利 康
岡 本 哲 也
大 橋　　渡
渡 邉 久 教
菊 池 孝 平
高 野 真 二
玉 井 祐 治
山 下 博 文
松 本 安 幸
小 島　　正
岩 井 清 満

地 区 名
大 　 　 浜
中  之  浜
仁 田 之 浜
河 　 　 内
湊  浦  一
湊  浦  二
小  中  浦
伊  方  越
亀 　 　 浦
中 浦
川 永 田 一
川 永 田 二
豊  之  浦
奥
向
畑

須 　 　 賀
久 　 　 保
西

二 　 　 見
加 　 　 周
田  之  浦
古  屋  敷
大 　 　 成
鳥 　 　 津

氏　　名
金 山　　学
大 谷 一 正
濱 家 順 一
山 本 敏 彦
佐々木富士隆
二 宮 洋 士
井 上 葉 月
大 山 政 雄
梶 原　　代
中 西 利 郎
是 澤 紀 史
久 世 忠 治
和 田 弘 毅

地 区 名
三 机
上 倉
松 之 浜
佐 市
塩 成
足 成
大 江
志 津
小 島
大 久
川 之 浜
田 部
神 崎

氏　　名
伊 井 喜 美 栄
横 山 忠 文
山 本　順　子
宮 本 征 士
塩 崎 満 雄
小 田 庄 三
阿 部 邦 弘
牧 野 哲 也
岸 本 勝 子
大 本 則 彦
木 村　　勳
是 澤 正 仁
伊 津 友 重
浅 野 洋 海

地 区 名
三 崎
高 浦
佐 田
大 佐 田
井 野 浦
与 侈
串

正 野
二 名 津
明 神
松

名 取
釜 木
平 礒

　公民館活動は、地域に根ざした文化活動、学習活動を通じて交流を
深める場であり、人づくり・仲間づくりから地域づくり・まちづくりへ
と発展していく場です。
　地域の活性化推進のために、「自分たちの地域は自分たちの手で」を
合い言葉に、町民の皆さんは声を掛け合い積極的に自治公民館活動に
参加しましょう。

太字・・・・今回異動があった公民館主事
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　事前のわずかなご配慮で、工事を円滑に進め、かつ地域の歴史や魅力を守ることができます。
　豊かな文化財が守られていることが、佐田岬半島の未来を担う子供たちの地域に対する愛着や
誇りを支えます。事業者や町民の皆さまのご理解ご協力よろしくお願いいたします。

埋
蔵
文
化
財

ま
い
ぞ
う
　ぶ
ん
　か
　
ざ
い

★
地
面
の
下
に
埋
も
れ
て
い
る
「
埋

蔵
文
化
財
」
ー
埋
ま
っ
て
い
る
の
で

把
握
が
困
難
で
す
が
、
も
し
も
偶
然

見
つ
か
っ
た
ら
、
現
場
は
そ
の
ま
ま

で
、
す
ぐ
に
工
事
を
中
断
し
、
速
や

か
に
町
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

(

文
化
財
保
護
法
第
96
条
等)

★
工
事
を
で
き
る
だ
け
円
滑
に
進
め

る
た
め
に
も
「
埋
蔵
文
化
財
」
が
出

そ
う
な
場
所
は
、
「
周
知
の
埋
蔵
文

化
財
包
蔵
地
」
と
い
っ
て
、
「
教
育

委
員
会
で
目
星
を
つ
け
た
お
お
ま
か

な
場
所
リ
ス
ト
」が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
教
育
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
も
し
包
蔵
地
内
で
工
事
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
は
、
60
日
前

の
届
出
が
必
要
で
す
。

(

文
化
財
保
護
法
第
93
条
等)

★
令
和
元
年
５
月
現
在
、
伊
方
町
内

に
あ
る
「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
」
は
19
ヶ
所
。
中
に
は
宅
地
も
畑

地
も
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
包
蔵
地

は
調
査
や
研
究
の
進
展
に
あ
わ
せ
て
、

順
次
見
直
し
や
追
加
を
お
こ
な
っ
て
お

り
、今
後
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

★
工
事
内
容
や
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、

「
発
堀
調
査
」
で
な
く
、
専
門
職
員

が
立
ち
会
う
「
工
事
立
会
」
や
、
包

蔵
地
で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
「
慎
重

工
事
」
と
い
う
判
断
も
あ
り
、
す
べ

て
が
長
期
の
工
事
中
断
と
な
る
訳
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　

史
跡　

名
勝　

天
然
記
念
物

★
歴
史
上
、
鑑
賞
上
、
学
術
上
価
値

の
高
い
も
の
は
「
史
跡
」「
名
勝
」「
天

然
記
念
物
」
な
ど
と
呼
び
、
文
化
財

の
一
種
と
し
て
保
存
に
努
め
て
い
ま

す
。
伊
方
町
内
に
は
、
令
和
元
年
５

月
現
在
、
国
指
定
天
然
記
念
物
「
三

崎
の
ア
コ
ウ
」
を
は
じ
め
11
件
の
史

跡
と
天
然
記
念
物
が
あ
り
ま
す
。

★
も
し
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念
物

に
工
事
が
か
か
る
よ
う
な
場
合
、
ま

た
影
響
を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
と
き

は
、
現
状
変
更
許
可
申
請
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
変
更
を
回
避
で
き
る

か
、
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
か
等
に

つ
い
て
、
ご
相
談
さ
せ
て
頂
き
ま
す

が
、
影
響
が
重
大
な
場
合
は
許
可
さ

れ
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

★
ま
た
、
自
然
災
害
等
で
損
傷
し
た

り
、
修
理
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
も
、

そ
れ
ぞ
れ
損
傷
届
や
修
理
届
が
必
要

で
す
。
く
わ
し
く
は
教
育
委
員
会
に

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ：町見郷土館39-0241 ／伊方町教育委員会生涯学習室38-2661

建
築
・
土
木
関
係
な
ど
開
発
事
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

魅
力
あ
る
佐
田
岬
半
島
を
守
る
た
め
に
文
化
財
へ
の
配
慮
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

し
　せ
き

子持勾玉（伊方町指定有形文化財）
※考古資料

供養様（伊方町指定史跡） －塩成－

大クス（伊方町指定天然記念物） －三崎－

め
い
し
ょ
う

て
ん
ね
ん
　
き
　
ね
ん
ぶ
つ
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いかた女性塾 塾生募集!!いかた女性塾 塾生募集!!新生児土俵入り  参加希望者の募集新生児土俵入り  参加希望者の募集

スポーツ全国大会への参加補助金についてスポーツ全国大会への参加補助金についてオープンキャンパスのご案内

　地域における男女共同参画社会づくりを進める
ため、地域に密着した学習及び調査研究を行う女
性塾を開催することにより、人材の育成を図って
います。
　事業内容は、毎年、塾長を中心にみんなでテー
マを決めて活動しています。
　皆さんの参加を塾生一同お待ちしています。
　
◎令和元年度の主な事業（案）
　・「日本女性会議２０１９さの」への参加
　・町議会の傍聴
　・男女共同参画社会づくりに関する諸会議への出席
　・福祉ボランティア
　☆その他、第１回目の会議で協議します。

◎対象者　町内に在住の成人女性

◎年会費　１，０００円

お問い合わせ
　教育委員会事務局
　生涯学習室　38-2661

　伊方町では、伊方町スポーツ大会参加補助金交付
要綱により、スポーツ大会で県予選を経て全国大会
に参加する団体又は、個人の方に対して大会にかかっ
た経費の２分の１を補助いたします。
　これを機会に是非、スポーツの大会で愛媛県予選
を勝ち進み全国大会へ出場してみませんか？
◆対象となる大会について
　以下の３つのうちのいずれかの条件に当てはまる
大会が対象となります。　
　１．財団法人日本スポーツ協会又はこれに加盟    
　　している種目団体が主催する大会であること。
　２．国が主催又は後援している大会であること。
　３．上記以外に、町長が特に認めた大会であること。
◆補助の対象範囲について
　　交通費実費、宿泊料及び参加料
◆申請にあたっての手続き
補助金交付申請書、旅費及び参加費内訳、大会要項、
大会申込書コピー、参加料領収書コピーが必要とな
ります。

【お問い合わせ】
　伊方町教育委員会事務局　生涯学習室　　
　TEL：３８－２６６１　FAX：３８－１１７９

　本校の概要 (科目、資格、就職先等)説明と実習風
景の見学や体験を通して、進路選択の参考にお役立
てください。

１. 科目: 高等学校卒業者を対象とした２年間課程
　　　　メカトロニクス科、自動車整備科、メタル 
　　　　技術科

２.実施日程: ６月  ８日 (土) 9:00～12:00【体験型】
　　　　　　 ７月２６日 (金)　 　  〃      【体験型】
                   ９月２８日 (土)　 　　〃    【体験型】

３．お問い合わせ及び申し込みは当校まで
　　　　愛媛県立新居浜産業技術専門校
  　　　〒792‐0060　新居浜市大正院１２３３‐２
　　　　　　　TEL（0897）４３‐４１２３
　　　　　　　FAX（0897）４１‐９８８０

　７月２８日（日）に開催
される、きなはいや伊方ま
つり２０１９「子ども相撲
教室　伊方場所」において、
力士による新生児の土俵入
りを実施します。
　これは、強い力士にあや
かり、健康でたくましい子
どもに育つようにという願
いを込めて行われるものです。
　希望される方は、新生児の氏名・生年月日及
び保護者の住所・氏名・続柄・連絡先を町教育
委員会事務局スポーツ振興室へ電話（３８－２６
６１）・ＦＡＸ（３８－１１７９）等でお申込みくだ
さい。
　なお、申込者多数の場合は、町内在住者を優
先した抽選を行い、参加者を決定します。(申込
者には、決定次第、通知します。)
　また、当日の申込みは受付出来ませんので、
ご了承ください。
　○募集人数　５名程度　
　○締め切り　７月５日（金）
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日 月 火 水 木 金 土

新着図書

『ベストアルバム』 森 進一
『STORY』  HY
『青春のエキサイトメント』 あいみょん
『FACE YOURSELF』 BTS
『ボヘミアンラプソディ』 クイーン
『東京五輪音頭-2020-』 東京2020組織委員会 ほか

※貸出中の資料は、図書館窓口・館内検索機・インター
ネットから予約ができます。

新着 C D新 着 C D

《一般書》 《児童書》

新しく購入した本は右記の図書館ホームページからもご覧いただけます。 URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

『ソローキンの見た桜』
 田中　和彦／原作

《内容紹介》
日露戦争時代、愛媛県松山市に日本初
のロシア兵捕虜収容所が設けられた。ロ
シア将校ソローキンと日本人看護婦ゆい
は、複雑な思いを抱きながらも、次第に
心を通わせていき…。

『ていん島の記』 仁木　英之／著
『同潤会代官山アパートメント』 三上　　延／著
『白昼夢の森の少女』 恒川　光太郎／著
『ポルシェ太郎』 羽田　圭介／著
『カモフラージュ』 松井　玲奈／著
『探偵はぼっちじゃない』 坪田　侑也／著
『文豪ストレイドッグスBEAST』 朝霧　カフカ／著
『鹿の王 水底の橋』 上橋　菜穂子／著
『アイヌ文化で読み解く「ゴールデンカムイ』 中川　裕／著
『知らなきゃ損する農家の年金・保険・退職金』 林田　雅夫／著
『養蜂大全』 松本　文男／著
『70歳のたしなみ』 坂東　眞理子／著
『ドライブイン探訪』 橋本　倫史／著
 ほか

『いないいないばあ!どうぶつ』 
 さくらい　ひろし／しかけ、Taji ／え
『ぺんぎんのぴむとぽむ』 ディック・ブルーナ／ぶん・え
『げんこつやまのたぬきさん』 長野　ヒデ子／作・絵
『いないいないばあさん』 佐々木　マキ／作
『ちいさな魔女とくろい森』
 石井　睦美／作、岡田　千晶／絵
『ぼくはなきました』
 くすのき　しげのり／さく、石井　聖岳／え
『もったいないばあさんかわをゆく』 真珠　まりこ／作・絵
『おれんち、動物病院』 山口　理／作
『作り直し屋』 廣嶋　玲子／作
『徳治郎とボク』 花形　みつる／著
 ほか

利用案内
 ■開館日時／火曜日～日曜日　午前 9 時 30 分～午後 6 時
 ■休　館　日／毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日も）
 　　　　　　祝日・月末図書整理日・年末年始・蔵書点検日
 ■予約受取と返却について
 　町見公民館・瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌の
 　返却ができます。
  伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター2階）
  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦 1992 番地
  TEL（0894）38-0607

『自分ことわざじてん』
さくらこ／著

《内容紹介》
「手つだいがこうかいにかわる」
「かりてきたぞう」…。9歳の女の子
が作ったオリジナルことわざを手描
きのイラストとともに紹介。本物の
国語辞典をつくっている日本語の専
門家による全文解説付き。 

6月 図書館カレンダー

7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

…おはなし会 …休館日

～ 6月のおはなし会 ～
日　時 ： 8日（土）・22日（土） 
　　　　午後1時30分～
場　所 ： 図書館　おはなしコーナー
対　象 ： どなたでも参加できます♪

ピップスおはなし会では、読み聞かせボラン
ティアを募集しています。おはなし会の見学
も大歓迎です。興味のある方は、図書館まで
お問い合わせください。

ピップスおはなし会 会員募集中！ピップスおはなし会 会員募集中！
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就
学
前
の
乳
幼
児
の
保
育
施
設
が
作
ら
れ

は
じ
め
る
の
は
戦
後
で
し
た
。

　

現
段
階
で
判
明
す
る
限
り
、
伊
方
町
で
初

め
て
幼
児
保
育
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
豊
之

浦
で
す
。
地
元
の
井
上
多
可
子
さ
ん
が
昭
和

二
四
年
（
一
九
四
九
）
に
個
人
の
社
会
奉
仕

に
よ
る
私
設
保
育
所
を
開
設
し
て
お
り
、
そ

れ
が
後
の
豊
之
浦
保
育
所
へ
つ
な
が
り
ま
し

た
。

　

加
周
・
塩
成
・
二
名
津
等
で
は
、
発
足
当

初
は
小
学
校
の
一
室
を
つ
か
っ
て
開
設
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
町
見
地
区
に
は
小
学
校
教
員

だ
っ
た
高
佐
ク
リ
さ
ん
と
い
う
方
が
、
私
設

保
育
所
を
設
置
し
た
そ
う
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
ユ
ニ
ー
ク
な
発
足
の
経

緯
を
た
ど
っ
た
の
は
伊
方
保
育
所
で
す
。
そ

の
き
っ
か
け
は
昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）

に
基
督
教
の
伊
方
伝
道
所
に
入
っ
た
牧
師
の

宮
川
泰
三
さ
ん
。
農
村
生
活
の
現
状
を
知
り
、

地
域
の
人
々
の
声
も
あ
っ
て
、
翌
年
五
月
か

ら
二
ヶ
月
、
農
業
が
忙
し
い
時
期
限
定
で

「
農
繁
託
児
所
」を
開
設
、
三
人
の
手
伝
い
と

と
も
に
近
隣
二
〇
名
近
く
の
子
ど
も
を
預
か

っ
て
育
児
に
励
み
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
終
了

後
、
ぜ
ひ
こ
の
ま
ま
引
き
続
き
保
育
を
継
続

し
て
ほ
し
い
と
地
域
の
お
母
さ
ん
方
に
熱
望

さ
れ
て
、
同
年
七
月
、
「
こ
ば
と
保
育
会
」

が
発
足
。
伝
道
所
は
次
第
に
手
狭
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
を
連
れ
て
公
民
館
や
青
年
会
館

に
移
っ
て
保
育
を
続
け
、
昭
和
三
〇
年
三
月

二
四
日
に
は
、
六
〇
名
の
園
児
が
第
一
回
の

修
了
式
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
翌
年
に

は
伊
方
教
会
を
兼
ね
た
「
こ
ば
と
保
育
園
」

の
建
物
が
完
成
。
の
ち
に
こ
の
建
物
が
買
収

さ
れ
て
国
の
認
可
を
受
け
た
現
在
の
伊
方
保

育
所
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

制
度
が
整
う
前
か
ら
幼
い
子
供
た
ち
の
保

育
に
身
を
粉
に
し
て
尽
力
し
て
き
た
の
は
、

ひ
と
え
に
地
域
の
宝
で
あ
り
希
望
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
を
大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
と
思

う
人
々
の
熱
意
が
あ
っ
た
の
で
し
た
。

取
材
協
力
・
岡
崎
直
司
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

　
　
　
　
　

い
ま
し
た
。

◆ 今月のきょうどかん ◆

佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ
39
ー

０
２
４
１

 

（
不
在
の
場
合
）38
ー
２
６
６
１ 

生
涯
学
習
室

■
開
館
時
間　

９
:
30
〜
16
:
30

■
休　
　

館　

月
曜
日・祝
日
の
翌
日
ほ
か

169

（第144回）

こ
ば
と
保
育
園

6月26日（水）19時～
今月のテーマ

「すごいぜトンボは４ＷＤ」
※入場無料・お気軽にお越しください。

＝休館日＝夜スライド上映

2019年 6月
日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28 29

30

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24

2
9
16
23

1
8
15
22

はたちの町見郷土館はたちの町見郷土館

町見郷土館は開館２０周年！この２０年は地域の人々から
受け継いだ大切な資料を守ってきた２０年でした。課題
もありますが、ふだん非公開の収蔵庫をご案内！地域に
とっての博物館を考える機会になれば幸いです。

令和元年6月7日（金）～ 9日（日）
　◆記念行事（くす玉割り）
　　７日15:00 ～１階ロビー
　◆町見郷土館のあゆみパネル展
　　７日より（１階ロビー壁面）
　◆バックヤードツアー
　　（学芸員がふだん非公開の収蔵庫を案内します！）
　　8日・9日（一日2回）
　　①10時～　②14時～
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319

☆日　　時：６月１2日 19：00～19：50
☆受　講　料：５００円
☆定　　員：１０名
☆対　　象：一般成人男女
☆申込方法：事前にお電話か来館して申込み下さい。

イイ
ンン
タタ
�
ネ
�
ト
の
世
界

�
ネ
�
ト
の
世
界

中
央
公
民
館

　

各
種
人
権
研
修
会
等
に
参
加
し
て
思

う
こ
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
た
人
権
侵
害
の
講
話
が
多
い
こ
と
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
れ
ば
、

素
早
く
多
種
多
様
な
情
報
に
触
れ
る
こ

と
が
出
来
る
便
利
な
世
界
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
知
ら
な
い
こ
と
を
い
と
も
簡
単

に
解
決
し
て
く
れ
る
便
利
な
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
世
界
は
光
だ
け
で
は

な
く
、
闇
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
気

づ
か
さ
れ
ま
す
。
闇
の
世
界
と
も
い
え

る
「
デ
ィ
ー
プ
ウ
ェ
ブ
」、
更
に
奥
深

い
「
ダ
ー
ク
ウ
ェ
ブ
」
が
存
在
し
て
い

る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
知
っ
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。

　

普
段
、
私
た
ち
が
利
用
し
て
い
る
部

分
は
、「
サ
ー
フ
ェ
イ
ス
ウ
ェ
ブ
」
の

部
分
で
、
グ
ー
グ
ル
や
ヤ
フ
ー
と
い
っ

た
検
索
エ
ン
ジ
ン
を
活
用
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
調
べ
た
り
閲
覧
出
来
ま

す
。
実
は
、
こ
の
部
分
の
情
報
量
は
ネ

ッ
ト
上
の
１
割
程
度
と
い
わ
れ
、
残
り

の
９
割
が
ダ
ー
ク
な
情
報
で
あ
る
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
の
普

及
に
伴
い
、
こ
れ
ら
を
悪
用
す
る
事
象

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
同
和

地
区
で
あ
る
と
す
る
地
名
等
の
情
報
、

特
定
の
個
人
や
団
体
を
誹
謗
中
傷
と
い

っ
た
様
々
な
情
報
の
流
布
と
い
っ
た
も

の
で
す
。

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法
が
施
行
さ
れ
、

２
年
半
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
の
第
１
条
は
、「
こ
の
法
律

は
、
現
在
も
な
お
部
落
差
別
が
存
在
す

る
と
と
も
に
、
情
報
化
の
進
展
に
伴
っ

て
部
落
差
別
に
関
す
る
状
況
の
変
化
が

生
じ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
全
て
の

国
民
に
基
本
的
人
権
の
享
有
を
保
障
す

る
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
の
っ
と
り
、部

落
差
別
は
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と

の
認
識
の
下
に
こ
れ
を
解
消
す
る
こ
と

が
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

部
落
差
別
の
解
消
に
関
し
、
基
本
理
念

を
定
め
、
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団

体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

相
談
体
制
の
充
実
等
に
つ
い
て
定
め
る

こ
と
に
よ
り
、
部
落
差
別
の
解
消
を
推

進
し
、
も
っ
て
部
落
差
別
の
な
い
社
会

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。」

と
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
利
用
者
が
理

性
を
持
ち
マ
ナ
ー
を
守
り
活
用
し
、
自

己
研
鑽
に
繋
が
る
情
報
を
閲
覧
し
た
い

も
の
で
す
。

☆大人の水泳教室☆☆大人の水泳教室☆ リラックスYOGAリラックスYOGA
泳げない方、泳ぎが苦手な方を対象に、クロールを
練習いたします。泳げない方
でも安心してご参加ください。

シンプルなポーズを組み合し、初めての方でも
無理なく参加できるプログラムです。
心、カラダをリフレッシュしたい方。
カラダを柔らかくしたい方。
美しいボディラインを手に入れたい方。
カラダのゆがみを取り除きたい方。

お問い合わせの番号は、伊方スポーツセンター　　　３８－１１００、３８－０７７６

○曜　日：毎週水曜日（初級のみ）※顔付け・バタ足練習
　　　　：毎週木曜日（初級・中級・上級）
○受講料：3200円（4回/1期）
○時　間：初・中級16：30～ 17：20
　　　　：中・上級17：30～ 18：20
○定　員：各コース１０名
○対　象：5才～小学6年生
○申込方法：事前にお電話か来館して申込み下さい。

Jr. スイミングスクールJr. スイミングスクール
★日　時　毎週木曜日　19：20～ 20：20
★開催期間　6月６日（木）～３月26日（木）
　　　　　1期(１ヶ月)単位の申し込みになります。　
★場　所　伊方スポーツセンター3階会議室
★定　員　15名程度(定員になり次第締め切ります)
★受講料　2,000円（1期4回）４回コース
　　　　　  700円　　　　     １回コース
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町
見
野
の
花
句
会

三
机
句
会

番
匠
句
会

俳
　
句

●工作教室
『七夕かざりをつくろう』
七夕に向けて、七夕かざりを作ってみませんか？

願いごとを書いてお願いしてみましょう!!

6月22日（土）14：00～
　○場   　所  ３階  児遊館内

※参加費は無料です。　　
※写真は、イメージです。

児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ児遊館からのお知らせ

●DVD上映会
『PiPi(ピピ)とべないホタル』
　生まれつき羽がちぢれて飛べないホタルの

ピピが「自分は一人じゃない」と心を開き、次

々と訪れるハプニングに仲間たちと...

6月8日（土） DVD上映会を行います。
　○場   　所  ３階  児遊館内
　○上映時間  １回目  10：00 ～
　　　　　　  ２回目  14：00 ～

【お問い合わせ】
伊方町生涯学習センター内　児遊館　３８－２６６８

誤
記
訂
正
の
お
詫
び

５
月
号
３
頁

 

町
内
小
・
中
学
校
の
先
生
方
の
紹
介

 　

伊
方
小
学
校

（
誤
） 　
　
　
　

（
正)

　

中
元
理
香　
　
　
　

中
元
理
加

   

瀬
戸
中
学
校

（
誤) 　
　
　
　
　

（
正
）　
　
　
　
　
　

　

山
口
宣
子　
　
　
　

山
口
宜
子　
　
　

関
係
者
の
方
々
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

川　
縁　
秀　
子

岩
井
フ
ミ
ヱ

井　
上　
敦　
子

得　
能　
利　
子

西
山
美
津
子

大　
野　
律　
子

安　
田　
増　
子

髙
地
瑠
美
子

佐
々
木
サ
チ
子

柏
村
ヨ
シ
子

結 

城 

励 

子

井 

上 

幸 

子

溝　
口　
明　
美

佐
々
木
忠
雄

山
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母
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日
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霧
笛
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